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cwm-202 / 汚染水-202 

段階： Design 

廃炉プロセス 「汚染水対策」 

  検討対象 「地下水・汚染水管理」 

    課題 「構造物健全性確保」 

ニーズ 

1. 設備健全性を確認したい 

汚染水対策：【中期】 

望ましい現状とその理由 

⚫ 汚染水を系外に漏らさないためには、現在および将来に亘っての、PCV、建屋、汚染水処理設備

系統の健全性を確認できることが望ましく、加えて、評価結果に対して対応できる状態が望ま

しい。 

理想と現実のギャップ／解決すべき課題 

⚫ 系には既存の設備（PCV や建屋）が含まれており、長期に亘っての健全性を評価する必要があ

る。また、そのためには現状を把握する必要がある。 

⚫ 事故後に設置した汚染水処理設備系統についても、長期に亘る健全性を評価し、適切な設備モ

ニタリング、保守を行う必要がある。（汚染水の漏洩は被ばくと言う観点からはリスクは低い

かも知れないが、社会的影響は大きい）。 

⚫ 特に、想定される劣化モードと評価方法、対策をセットにして研究開発を進めることが重要で

ある。 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• R2 年度英知「健全性崩壊をもたらす微生物による視認不可腐食の分子生物・電気化学的診断及

び抑制技術の開発」 

検討されている研究課題 

• 特になし 

関連する課題 

➢ 汚染水-102「地下水・建屋の現状把握」 

➢ 汚染水-301「効率的・効果的な水処理」 

➢ 処-303「敷地の除染、線量率低減」 



-2- 

 

➢ 処-304「各種管理区域解除」 


